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研究成果の概要（和文）：本研究は、文化人類学の教育と研究に映像メディアを創造的に活用するための手法と理論、
その倫理的問題について明らかにすることを目的としている。その実現に向けて、西欧の教育・研究機関において映像
人類学教育について実地調査を行い、国際的な学術交流を図り、また、そこで得た経験と知識をもとに研究メンバー自
ら映像作品を制作することにより、これらの研究課題に取り組んでいる。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to clarify the approaches and theory of creative use 
of visual media for education and research of cultural anthropology, and its ethical issue.In order to 
solve this purpose, study members conducted a survey for the education of visual anthropology in 
universities and research institutions of Western Europe, then did international academic exchanges with 
researchers there. In addition, based on the experience and knowledge that obtained in the research, 
study member made new ethnographic film.

研究分野： 映像人類学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（１）現在、世界は映像メディアによって覆
い尽くされ、その結果、映像メディアを通し
て世界を理解することが日常的に行われる
ようになった。映像メディアは学術にも広く
浸透しており、文化人類学においてもそれは
例外ではない。暗黙知や非言語領域に宿る研
究テーマが重要性を増すなか、文化人類学に
おける映像メディアの役割は益々大きくな
っている。 
 
（２）一方、このような状況が、映像メディ
アに関する共通理解がないままに進行して
いるのも事実である。過去の映像人類学の成
果を踏まえつつ、映像を活用した文化人類学
が今後どのように進むべきなのか、その方向
性を明示することは、映像人類学はもとより
文化人類学にとって急務の課題である。 
 
２．研究の目的 
本研究では、映像メディアを文化人類学の

教育と研究に創造的に活用するための手法
と理論、その倫理的課題について明らかにす
る。そして、学生や研究者が応用できるかた
ちで提示することにより、文化人類学のなか
に映像に関する共通理解を築いていく。その
実現に向け、研究期間内に次の問題に取り組
む。 
（１）現在、西欧の教育・研究機関では、文
化人類学の教育と研究に映像メディアをど
のように取り入れ、活用しているのか、実地
調査により明らかにする。また、同じ問題意
識をもつ海外の研究者と学術交流、人的交流
を図り、共同でこの課題の解決にあたる。 
（２）研究成果として、研究報告書とともに
映像作品を完成する。我が国には、文化人類
学者が自ら制作した民族誌映画が少なく、映
像教材が不足している。本作品がこのような
状況を少しでも改善し、新たに映像を活用し
ようとする学生や研究者が増えることを願
っている。 
 
３．研究の方法 
本研究では、次の研究事項を通して、文化

人類学の教育と研究に映像メディアを創造
的に活用する手法を明らかにしている。 

 
（１）まず、文化人類学の分野で映像教育

の蓄積をもつ海外の研究・教育機関を訪問し、
実施の様子を調査するとともに、現在、世界
ではどのような人類学映像作品が制作され
ているのか、作品を中心にして情報収集と動
向調査を行う。 
 
（２）同時に、海外調査の際には、本研究メ
ンバーのこれまで教育経験や研究蓄積を紹
介し、交流を図るなかで、本研究課題の解決
に向けての協力体制を築く。 
 
（３）そして、本研究調査により得た経験と

知見をもとに、本研究メンバー自ら映像作品
を制作し、公表する。それにより、日本の文
化人類学・映像人類学教育の拡充に貢献する。 
 
４．研究成果 
 
（１）海外の教育・研究機関における調査 
①どのような映像教育を推進するのか。 
欧州で映像人類学に関して最も長い歴史、

研究蓄積を有するのはフランスである。そこ
で、フランスのパリ第 1大学ソルボンヌとエ
クサン・プロヴァンス大学を訪問し、映像人
類学教育、文化人類学における映像メディア
教育の実情について調査した。授業のなかで
学生たちが映像作品を制作する現場にも立
ち会い、教授陣とこの問題について意見交換
した。 
あらためて明らかになったのは、低価格で

操作が容易な小型のデジタルビデオカメラ
は文化人類学においても研究から教育まで、
広く活用されるようになっているという事
実である。多くの学生や研究者がビデオカメ
ラを活用するようになっており、いまではス
チールカメラと同じ程度に、ビデオカメラの
活用が普及している。 
撮影に関していうと、ビデオカメラとスチ

ールカメラの操作方法は共通する点が多い。
したがって、スチールカメラの操作に慣れて
いれば、そのままビデオカメラを使い撮影す
ることが可能となる。実際に、多くの学生は
初めてビデオカメラを使うときから、ある程
度器用に撮影することができる。しかし、そ
のようなビデオカメラの扱い易さは注意す
べき点でもある。学生たちは安易な撮影方法
に陥ってしまい、大量の映像データを蓄積す
ることになってしまうからである。 
映像作品を完成するためには、個々の映像

がどのようにつながり作品を構成している
のか、そのメカニズムについて事前に理解し
ておく必要がある。文化人類学における映像
教育では、撮影が注目されがちであるが、む
しろ編集についての教育が重要である。この
ような理由から、上記の大学では、今後、映
像編集を重視した映像教育を推進していく
という。撮影と編集はいずれも同等に重要な
作業であるが、映像編集には、操作に関する
専門的知識、論理性、美的感性が必要とされ
るために、その習得には撮影よりも多くの時
間を要する。日本の文化人類学における映像
教育では、まだ撮影を重視する傾向があるが、
今後、編集教育を充実させることにより、学
生が映像作品を完成する機会を増やすこと
は、日本の文化人類学教育にとって重要な課
題である。 
 
②どのような映像作品を目標とするのか。 
フランス、パリを中心として、映像人類学

の教育ならび関連機関を視察し、文化人類学
教育における民族誌映画を活用する可能性
について調査研究した。 



パリ第 10 大学ナンテールでは、民族学を
専門とする二人の教授に対してインタビュ
ーを実施した。その結果、民族学を専門とす
る学生の研究課題と映像制作との関連性に
ついて、新たな視点を獲得することができた。 
教授によると、多くの学生は映像を制作す

る際に、日常の生活世界にはあまり関心をも
たず、儀礼や文化イベントなど非日常の出来
事により大きな関心を寄せる傾向があると
いう。しかし、特別なものだという理由から
非日常の出来事を撮影調査する前に、多くの
時間をかけて日常の生活世界と向き合い、そ
こにみられる諸現象から民族の思考を探求
するように学生を指導することが重要であ
ると指摘された。現実には困難をともなう教
育指導であるが、日常と非日常の生活世界を
等しく重要なものとして比較研究しながら
現地調査を進め、映像を制作することが求め
られる。 
また、研究者と現地の人々とが調査と映像

制作に関して議論を積み重ね、共同で分析的
探求を進めていくことができるような環境
を確保していくことも重要である。「共有」
に基づく調査と映像制作は、筆者が近年とく
に関心を寄せている課題である。 
 シネマテーク、民族誌映画委員会のメンバ
ーとは、民族誌映画の受容を前提とした映像
教育に関して議論した。民族誌映画には大き
く一般観客向けと研究教育向けがある。前者
はプロ、セミプロの映像制作プロダクション
が制作し、審美的かつ物語の展開を重視する
傾向がある。一方、後者は学生や研究者が制
作し、アマチュア主義に基づく独自の視点を
重視する傾向がある。大学で研究教育向けの
民族誌映画の制作を教育する際に先方機関
が勧めているのは、最初に字幕や解説なしの
映像を視聴することである。学生は映像を制
作する際、文字に頼りすぎる傾向がある。し
たがって、文字がなければ理解できないもの
とは何か、それは本当に映像だけで表現する
ことはできないのかを事前に知っておくこ
とは、映像の可能性と限界を知る上で重要で
あり、学生が自ら映像を撮影・編集する際に
大きく役立つものである。 
 
（２）民族誌映画の調査 
良質の民族誌映画は文化人類学の教育に

おいて絶好の教材となる。しかし、どのよう
な作品があるのか、その入手方法を含めて、
日本ではほとんど知られていない。民族誌
（エスノグラフィー）が授業で取り上げられ、
基本教材になっているのに対し、民族誌映画
（エスノグラフィック・フィルム）は未開拓
のままである。 
 そこで、世界の映像人類学映画祭を代表す
る「ジャン・ルーシュ国際民族誌映画祭
（ Festival International du Cinema 
Ethnographique Jean Rouch）」（開催期間 
2014 年 11月 4日～29日、開催場所 Alliance 
française）に参加し、主催者へのインタビ

ューを通して、近年の民族誌映画と民族誌映
画祭の動向に関して情報収集を行った。 
本映画祭は、アメリカ自然史博物館で開催

されるマーガレット・ミード映画祭と並び、
国際的かつ社会的に知名度の高い映像人類
学映画祭である。これらの映画祭では、これ
まで、上映作品の多くは文化人類学者が制作
した映像作品であり、そのなかには、文化人
類学を研究する学生や若手研究者が自ら制
作した作品も多く含まれていた。アマチュア
であるがゆえにスポンサーの意向に従う必
要はなく、自身の見解と感性に忠実に制作さ
れた彼らの作品は、プロの映像制作会社では
制作できない個性と魅力で溢れていた（これ
らの作品を「アマチュア主義」という言葉で
とらえることもできよう。ここには、映像人
類学の基礎を築き、本映画祭の設立者である
フランスの民族学者であり映画作家でもあ
るジャン・ルーシュ自身も含まれる）。 
一方、近年、上記のような国際的に名高い

映画祭では、アマチュアによる作品が上映さ
れる機会は減る傾向にあり、そのかわりに、
プロ、セミプロの映像制作プロダクションに
より制作された作品が多くエントリーされ、
上映されるようになっている。高い映像技術
に裏付けられた彼らの作品は、とても審美的
であり、登場人物の設定やドラマティックな
物語の導入により、一般の観客にも内容を理
解しやすく、感情移入できる構成になってい
る。 
アマチュア主義に基づいて制作された作

品の上映が減り、このようなプロ、セミプロ
の映像制作プロダクションの作品の上映が
増える傾向は、世界中の民族誌映画祭に広く
確認できるようになってきた。その理由は、
民族誌映画を受容する際に、審美性やわかり
やすさを重視する観客が増えており、一方、
アマチュア主義の特徴である、審美的ではな
いがフィールドワークの生々しさが描かれ
ていたり、個性的なものの見方が提示されて
いるといった点は、評価の基準として忘れら
れようとしているかのようである。文化人類
学の授業における映像制作教育、そして、将
来日本で国際民族誌映画祭を開催する際に、
民族誌映画を評価する基準をどのように設
定すべきかに関して、多くの重要な視点を獲
得することができた。 
 
（３）海外研究者との学術交流 
 本研究メンバーは、民族誌映画の制作経験
があり、国内外の教育・研究機関において、
映像メディアを活用した教育経験を有する。
また、学術に映像メディアを効果的に活用す
るための研究会を組織してきた経験があり、
映像人類学の分野において世界に向け提示
することのできる独自の研究成果を有して
いる。そこで、海外調査の際には、ワークシ
ョップを開催し、本研究メンバーのこれまで
の研究成果や映像作品の上映と意見交換を
行い、本研究課題の解決に向けて積極的な人



的交流を図ることにした。 
 フランス、パリの日本文化会館において、
大森自身が日本とフランスで制作してきた
民族誌映画の上映会を開催した。開催期間を
通して200人を越える参加者を迎えることが
できた。日本文化研究者、民族学者、そして
一般の人々など参加者は多岐にわたり、上映、
講演、ディスカッションを通して、日本にお
ける映像人類学の教育と研究について意見
交換する貴重な機会となった。日本文化会館
での民族誌映画上映会は今後も継続してい
く予定であり、この活動を通して、日本にお
ける映像人類学の成果を欧州社会に伝えて
いくとともに、そこで育まれる人的関係を両
国の映像人類学の発展に活かしていきたい。 
 
（４）映像作品の制作 
欧州の教育・研究機関での調査により得た

経験と知見を参考にして、映像人類学調査を
進め、新たに映像作品を制作した。 
村尾はこれまで文化人類学調査を続けて

きたインドネシア、バリ島にて欧州での体験
をもとに映像制作のアイディアを発展させ、
新たに映像作品『光と影に生きる－ワヤン・
クリとダランの生活世界』（出演＝イ・ワヤ
ン・デレス、監督 撮影 編集＝村尾静二、ハ
イビジョン、60 分、2015 年。）を完成、公表
した。 
映像の制作は三つの過程（プレ・プロダク

ション、プロダクション、ポスト・プロダク
ション）から構成され、それぞれの過程は複
数の作業により構成される。今後の課題とし
ては、各々の制作過程にはどのような創造的
可能性が宿り、また、どのような点に注意し
て制作を進めるべきなのかを、本作品を制作
したときの経験を捉え直し、構造化すること
により、これから映像制作をしようとする学
生・研究者に資することである。 
 
（５）研究成果の公表 
フィールドワークは文化人類学の領域を

越え、社会学や民俗学などの隣接分野も越え、
人文社会から自然科学まで学際的に使われ
る研究手法となった。それと同様に、現在、
映像人類学は学際的に広く注目を集めてい
る。そのなかでも、特に大きな関心を寄せて
いるのは芸術の領域においてである。 
村尾が制作した『光と影に生きる－ワヤ

ン・クリとダランの生活世界』は、東京芸術
大学がインドネシア、バリ島で開催したグロ
ーバルアートプラクティスにおいて上映さ
れる機会を得た。人類学者、アーティスト、
そして、撮影対象である現地の人々が集い、
映像作品の内容、制作過程、そして、これか
ら本作品のテーマをどのように継続的かつ
発展的に映像化していくのかについて議論
し、多くの貴重な示唆を得ることができた。 
 なかでも、「共有」の実践についての議論
は、これからの文化人類学にとっても大いに
役立つものである。本研究メンバーは『映像

人類学（シネ・アンスロポロジー）－人類学
の新たな実践へ』（村尾静二・箭内匡・久保
正敏編、せりか書房、2014 年）の執筆メンバ
ーでもあるが、本書の中心にあるキーワード
こそが「共有」であった。そして、芸術学に
おいても「共有」に基づく実践はとても重要
な課題であるという。文化人類学と芸術学は
これまでにも様々な共同作業を行い、新たな
研究課題を築いてきた。「共有」はそれらに
連なる重要な研究課題であり、それを新たに
認識することができたことは、本研究を発展
させていく上で大きな意味をもつ。 
 
以上、本研究により得た経験と知識は、適

宜、大学における文化人類学の教育と研究に
フィードバックしていく。 
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